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戦
没
者
と
空
襲

の
合
同
追
悼
式

目録を手渡す小林会長

感謝状を手にする西野社長（前列中央）

　
４
月
19
日
、
あ
だ
ち
異
業

種
交
流
会
未
来
ク
ラ
ブ
（
小
林
保
彦
会
長
）
が
、
能
登
半

島
地
震
災
害
義
援
金
と
し
て

　
足
立
消
防
署
（
林
田
淳
司

署
長
）
は
４
月
22
日
、
火
災

予
防
に
関
す
る
広
報
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
と
し

て
、
㈱
西
野
建
材
（
花
畑

２
）
の
西
野
光
義
社
長
に
署

長
感
謝
状
を
贈
呈
し
た
。

　
会
場
に
は
、
キ
ュ
ー
タ
や

け
す
ぞ
う
く
ん
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
お
祝
い
に
駆
け
付

け
、
同
社
の
社
員
ら
も
見
守

る
中
、贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

30
万
円
の
目
録
を
近
藤
や
よ

い
区
長
に
手
渡
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
小
林
会
長

（
三
祐
医
科
工
業
㈱
代
表
取

締
役
）
、
鈴
木
国
博
氏
（
ザ

オ
ー
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）
、
鈴
木
茂
仁
氏
（
㈱
ト

ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
ズ

キ
「
あ
だ
ち
百
景
」
副
発
行

人
）、
野
村
祐
一
氏（
野
村
畳

店
）の
４
人
が
出
席
し
た
。近

藤
区
長
は
「
寄
付
を
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
た
い
。
足
立

区
か
ら
赤
十
字
社
を
通
じ
て

寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
」

と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
こ
の
義
援
金
は
、
３
月
に

舎
人
公
園
で
開
催
さ
れ
た

「
千
本
桜
ま
つ
り
」で
販
売
し

た
、
富
山
の
日
本
酒
な
ど
の

売
上
金
と
同
ク
ラ
ブ
か
ら
の

寄
付
金
を
合
計
し
た
も
の
。

き
た
。〈
継
続
は
力
な
り
〉を

体
現
で
き
た
」
と
話
し
た
。

　
４
月
13
日
に
足
立
区
役
所

本
庁
舎
２
階
の
庁
舎
ホ
ー
ル

で
、
「
足
立
区
戦
没
者
・
東

京
大
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼

式
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　
追
悼
式
に
は
遺
族
の
ほ

か
、
近
藤
や
よ
い
区
長
は
じ

め
、教
育
長
、区
議
会
議
長
、

区
議
会
議
員
ら
が
参
列
。
最

後
に
献
花
を
行
っ
た
。

　
昨
年
初
め
て
「
東
京
大
空

襲
犠
牲
者
追
悼
式
」
が
開
か

れ
、
足
立
区
戦
没
者
遺
族
会

も
解
散
し
た
た
め
、
今
回
か

ら
戦
没
者
と
空
襲
、
合
同
の

追
悼
式
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
初
め
て
参
列
し
た
と
い

う
結
城
常
雄
さ
ん
（
74
）
は

「（
犠
牲
と
な
っ
た
家
族
に
）

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
感
謝

を
伝
え
た
」と
話
し
て
い
た
。

　
同
社
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ミ

キ
サ
ー
車
13
台

に
キ
ュ
ー
タ
の

シ
ー
ル
を
貼
っ

て
い
る
。ま
た
、

生
コ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
壁
に
キ
ュ

ー
タ
の
イ
ラ
ス

ト
と
『
大
好
き

な
町
足
立
の
安

全
防
火
の
輪
』

の
標
語
が
書
か

れ
て
い
る
。
西

野
社
長
は
「
父

（
先
代
社
長
）の

や
っ
て
き
た
事

を
引
き
継
い
で

Information
ーインフォメーションー

◆石洞美術館「第52回伝統工芸日本金
工展」　日本の伝統工芸「金工」の技法
を駆使した作品の数々が鑑賞できる。列
品解説日あり。▽５月18日㈯～６月29日
㈯10時～17時（入館は閉館の30分前ま
で）、石洞美術館（千住橋戸町23）。月曜
休館（祝日の場合は翌日）、一般500円、
学生300円、小学生以下（保護者同伴要）
・65歳以上・障がい者手帳持参者は無料。
列品解説＝①６月２日㈰14時～黒川廣子
（東京藝術大学大学美術館館長）②６月
９日㈰14時30分～村上隆（高岡市美術館
館長）。★無料招待（２人１組）、図録（１
組に１冊）のプレゼント、人間国宝・桂
盛仁氏の講演会（６月９日㈰実施）への
応募企画あり。いずれも応募締切は５月
８日㈬必着。詳細は区のＨＰで確認を。
問合☎３８８８-７５２０（石洞美術館）

◆足立区生物園「ツシマウラボシシジ
ミ」特別公開　生物園が生息外保全活動
を行っている、絶滅が危惧されているチ
ョウ「ツシマウラボシシジミ」の生体を
大温室で特別公開。そのほか特別展示や

様々なプログラムが楽しめる。▽５月１
日㈬～３日（金・祝）９時30分～15時、
温室入場無料（入園料は必要）、どなた
でも。【足立区生物園】保木間２-17-１、
９時30分～17時（入園は閉園の30分前ま
で）、小中学生150円、高校生以上300円。
当日に限り再入園可、未就学児、70歳以
上、障がい者と介助者1人は無料（未就
学児以外は証明書が必要）。問合☎３８
８４-５５７７（足立区生物園）
◆青井バラまつり　ドーム風のパーゴ

ラや石畳など洋風の花壇に、約100種880
株の色とりどりのバラが咲き誇る。オー
プニングの青井小学校金管バンドの演奏
や横田造園の野菜販売、バザーのほか、
お茶のサービスも。▽５月11日㈯10時～
14時（雨天時は12日㈰に順延）、青和ば
ら公園（青井３-18-15）。入場無料、ど
なたでも。野菜販売、バザーは売り切れ
次第終了。問合☎３８８０-３７２８（バ
ラのまち青井をつくる会・小滝）
◆第48回足立子どもまつり　子どもた

ちが、作る・遊ぶ・体を動かす、を身近
に体験できるようにと開催されている、
約50年続くイベント。割りばし鉄砲や泥
だんごづくり、ドッチビーやモルックな
ど、体と五感を使った遊びが盛りだくさ
ん。足立子どもまつり実行委員会主催。
▽５月12日㈰13時～15時30分（雨天時は
19日）、元渕江公園（保木間２-17-１）、
参加費無料、問合☎０９０-６１３６-３
５８９（足立子どもまつり実行委員会・
野中）

　咳や発熱、体調の悪い方は入場・参加
をご遠慮ください。天候や予期せぬ事態
により変更・中止となることがあります。
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寄
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（みずほ銀行前）
葛飾区東金町1‒22‒7

ヨークフーズ千住店

交番デニーズ
ミルディス
北千住マルイ

みずほ銀行

松戸上野

足立区千住2‒20‒7

ホームページを
ご覧ください。

マキシエンス
リオネットシリーズ

HI‐C1AA
販売名：補聴器 HI‐C1AA

HI‐C2AA
販売名：補聴器 HI‐C2AA

〈営業時間〉午前9時～午後6時※日曜日、火曜日定休 ●5/3～5/7は休業します。

◎補聴器ご購入の方に限ります。お１人様１台限り。◎補聴器ご購入の方に限ります。お１人様１台限り。

大好評!大好評!大好評!大好評! 下取りセール‼下取りセール‼下取りセール‼下取りセール‼
（5月31日まで）（5月31日まで）
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多
田
文
夫

そ
の
ま
ま
お
風
呂
に
入
れ
る
菖
蒲
湯
も
お
肌

の
抗
菌
に
良
い
そ
う
で
す
。

　
意
外
に
国
外
で
も
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
ア
メ
リ

カ
で
シ
ョ
ウ
ブ
の
薬
効
が
知
ら
れ
て
い
て
、

イ
ン
ド
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
―
ダ（
伝
統
医
学
）

で
は
「
Ｖ
ａ
ｃ
ｈ
ａ
」
と
い
う
名
前
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
（
富
山
大
学
「
伝
統
医
薬
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
よ
り
）
。

　
銭
湯
通
い
を
し
て
い
た
学
生
時
代
、
五
月

五
日
に
な
る
と
菖
蒲
が
お
風
呂
に
あ
り
、
香

り
を
楽
し
み
ま
し
た
が
、
世
界
的
な
伝
統
や

抗
菌
作
用
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ち
な
み
に「
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
」（
花
菖
蒲
）

は
ア
ヤ
メ
科
で
違
う
植
物
だ
と
か
。
て
っ
き

り
シ
ョ
ウ
ブ
に
花
が
咲
い
た
も
の
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

■
病
や
邪
気
を
は
ら
う
　
北
綾
瀬
駅
前
の
し

ょ
う
ぶ
沼
公
園
は
、
江
戸
時
代
の
地
名
「
菖

蒲
沼
耕
地
」
に
由
来
し
ま
す
（
新
編
武
蔵
風

土
記
）
。
シ
ョ
ウ
ブ
（
シ
ョ
ウ
ブ
科
）
は
、

水
辺
に
育
つ
植
物
で
香
り
や
姿
か
ら
、
生
命

力
が
あ
り
病
や
邪
気
を
払
う
植
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
推
古
天
皇
十
九
年
（
六
一
一
年
）
の
五
月

五
日
に
は
薬
狩
（
薬
草
採
取
）
で
シ
ョ
ウ
ブ

や
ヨ
モ
ギ
を
集
め
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七

年
）
に
は
太
上
天
皇
だ
っ
た
元
正
天
皇
が
詔

「
薬
の
日
」の
シ
ョ
ウ
ブ

も
「
日
本
書
紀
」
）
。
こ

う
し
た
故
事
か
ら
五
月
五

日
は
「
薬
の
日
」
と
な
り

ま
し
た
。

　
邪
気
を
払
う
た
め
に
軒

先
に
菖
蒲
を
さ
す
「
軒
菖

蒲
」
と
い
う
習
俗
も
あ
り
ま
し
た
。
挿
絵
は
、

江
戸
時
代
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
様
子
で
、
シ

ョ
ウ
ブ
と
ヨ
モ
ギ
が
軒
に
さ
し
て
あ
り
ま
す
。

強
め
の
香
り
が
、
自
然
の
清
涼
感
を
得
て
爽
や

か
そ
う
で
す
。
区
内
で
も
、
こ
の
風
習
が
見
ら

れ
ま
す
し
京
都
を
は
じ
め
と
し
た
全
国
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
シ
ョ
ウ
ブ
の
薬
効
　
薬
と
し
て
の
効
能
で
す

が
根
を
日
干
し
し
た
生
薬
、
「
菖
蒲
根
」
（
シ

ョ
ウ
ブ
コ
ン
）
が
使
わ
れ
、
煎
じ
て
飲
め
ば
胃

腸
の
不
調
に
効
く
と
の
こ
と
で
す
。
薬
に
せ
ず

鳥
居
清
長
筆
「
端
午
」

　ColBase

（https://colbase.nich.go.jp/
）
よ
り

（
み
こ
と
の
り
）
で

「
菖
蒲
」
を
あ
し
ら

っ
た
服
じ
ゃ
な
い
と

宮
中
に
来
て
は
い
け

な
い
と
ま
で
指
示
し

て
い
ま
す
（
い
ず
れ


